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レディースドック宿泊プラン 

平成２３年１１月１日よりレディースドック宿泊プランを開始しました。 
人間ドックを受けた後、高級ホテルで心と体を十分に癒すことのできる当プランを、自分へのご褒美

としても是非ご利用してみてください。 
 

女性のために磨き上げられたマンモグラフィ 
当院では、最新鋭のデジタルマンモグラフィ

（乳房 X 線診断）装置（GE 製 Senographe 
DS LaVerite）を設置しています。 
この装置は、患者さんができる限り快適な検

査を受けられる様に工夫されています。 
また、フラットパネル型デジタルディテクタ

を採用することで、少量の X 線量で質の高

い画像を撮影でき、高い病変描出能力をもっ

ています。 
（組織生検の重要性） 
組織生検とは、実際にマンモグラフィなどで

見つかった病変の組織を採取し、癌であるか

どうかの確定診断を行うための重要な検査

です。 
安心して検査に臨まれるよう、1 分 1 秒でも

検査時間を短縮し、やさしい検査となるよう

な工夫が凝らされています。 
 

（セノグラフ DS ラベリテの特長） 
・スピーディーな画像表示により、短時間で検査が終わります。 
・質の高い画像で、小病変の抽出に威力を発揮します。 
・組織生検では多くのアプローチ方法が選択でき、あらゆる病変に対応できるよう工夫されています。 
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キラキラコンサートを開催 

 １０月２９日（土）１Ｆロビーで、フェリス

女学院大学、共演コミュニケーション・ゼミの

メンバー６人による「キラキラコンサート」を

開催しました。 
 コンサート開始の時間が近づくにつれ、患者

さんをはじめお見舞いに来院されていた方々も、

続々と会場に集まってみえました。 
 「愛の挨拶」、賛美歌のひとつ「慈しみ深き」、

「主よ、人の望みの喜びよ」と厳かな曲調で始

まりました。続く「幻想曲さくらさくら」は、

華やかな箏の音色や、さくらが舞い散る様子が

浮かんでくるような、曲目どおり幻想的な雰囲

気に会場全体が包まれていました。 
 ゼミの皆さんは、「音楽には人を明るくする力がある」という考えのもと活動されているそうです。

コンサートが進むうち、フルート・ピアノ・サックス・歌声に、心も身体も開放されるような、心地

よいひとときとなりました。 
次の「季節の童謡メドレー」“茶摘み”では手遊びが披露され、曲に合わせ参加されている患者さ

んの表情は輝いていました。また、“紅葉”“雪”の懐かしいメロディは、心をなごませて優しい気持

ちにしてくれます。 
その後「エーデルワイス」「川の流れのように」では、一緒に歌詞を口ずさみ、最後の「ラデツキ

ー行進曲」を終えるとロビーは大きな拍手に包まれました。 
 熱気さめやらない雰囲気の中、アンコールに応えてくださったゼミの皆さんに、赤十字奉仕団か

ら感謝の気持ちをこめた花束贈呈では、会場からひときわ温かい拍手が送られました。 
 
 
 
 
 
 

 
病院の理念 

 
 赤十字精神のもと、患者中心の良質な医療を提供して、地域の健康増進に貢献する。 
 

病院の目標 
 

1 赤十字精神に基づく患者中心の医療を提供する 
2 医の倫理に基づき安全かつ良質・効果的な医療を提供する 
3 医療を通じて地域の健康に貢献する 
4 プライバシーに配慮し、個人情報を保護する 
5 災害救護、福祉活動などへ積極的に参加する 
6 人間性豊かな医療人を育成する 

 



JICA 病院薬学コース研修員の実習を受入 

当院では、政府開発援助（ODA）の一環として JICA
が実施している各国の病院薬剤師を対象とした病院薬

学コースの研修員の方々を受け入れています。今年度

はイラクから２名、ミャンマー、パプアニューギニア

各 1 名の 4 名の薬剤師さんが 10 月 24 日から 1 週間み

なと赤十字病院での研修を行いました。 
約１カ月研修の間に、講義研修と 1 週間の病院実習

を 2 施設で行い自国に戻ってからの医薬品マネジメン

トに関する業務改善アクションプランを策定すること

が目的となっています。このアクションプランは単な

る報告書ではなく、帰国後に本研修から得られた知識

と技術を反映した具体性のある計画を立案し、帰国後来年 2 月までにそのアクションプランを実践

し、JICA に提出することが求められています。それだけに、みなさんの実習に取り組む姿勢は真剣

で、質問とそのディスカッションでいつも時間オーバーとなってしまいます。みなさんとてもフレン

ドリーで仕事以外の話も楽しく、毎日昼食時は薬剤部で受け入れている 4 名の薬学部実務実習生と

いっしょに食事をとり親睦を深めていました。 
また、当院の研修では例年神奈川県赤十字血液セン

ターに協力してもらい、血液事業の研修も行っていま

す。今年は 10 月 27 日には横浜駅東口クロスポート献

血ルームと神奈川県赤十字血液センターの見学も実施

しました。献血ルームでの採血から血液センターでの

実際の血液バックになるまでの課程をわかりやすく説

明してもらいました。血液事業は国によりその運用は

大きく事なり、その安全対策や供給のいろいろな施設

で薬剤師が活躍していることに大きな感銘を得たよう

でした。 
母国でのアクションプランの成功を祈ります。 
 
 
 
 
 
 

患者さまの権利と病院からのお願い 
1 いかなる差別もなく、公平な医療をうけることが出来ます。 
2 患者さんとのパートナーシップを大切にするため、病状、診断、治療法、予後等について分

かりやすい言葉で説明を受けることが出来ます。 
3 十分な説明と情報提供を受けたうえで、治療方法等を自らの意志で決定することが出来ます。 
4 臨床試験や臨床研究については、十分な説明をうけたうえで、その試験や研究に参加するか

どうか、自らの意志で決めることができ、いつでも参加をとりやめることが出来ます。また、

いつでもセカンドオピニオンを申し出ることが出来ます。 
5 プライバシーが配慮され、個人情報が保護されます。 
6 医療人の育成にご協力をお願いします。 
7 ご自身の健康に関する情報をできるだけ正確に伝えて下さい。 
8 すべての方が適切な医療をうけられるようにするため、他の患者さんの治療や病院職員によ

る医療提供に支障を与えないようお願いします。 



 


